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鎌
倉
産
の
シ
ラ
ス
や
ワ
カ
メ
は
、
家
庭

の
食
卓
を
潤
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ラ

ス
料
理
な
ど
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い

て
も
大
変
好
評
で
す
が
、
鎌
倉
の
海
産
物

が
私
た
ち
の
口
に
運
ば
れ
る
ま
で
に
は
、

漁
師
さ
ん
達
の
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
鎌
倉
地
域
で
は
、
人
力
で
船
の

出
し
入
れ
を
し
て
漁
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
秋
の
台
風　

号
で
は
、
材
木
座
・
坂
の

１８

下
の
海
岸
で
漁
船
や
小
屋
が
大
変
な
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
第
一
次
産
業
で

あ
る
漁
業
の
振
興
と
防
災
・
安
全
対
策
上

か
ら
も
、
鎌
倉
漁
港
の
整
備
は
漁
業
者
の

悲
願
で
あ
り
、
市
民
的
課
題
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。

　

市
は
、
長
年
の
検
討
を
踏
ま
え
、
平
成

　

今
後
も
、
交
差
点
改

良
や
計
画
的
な
交
通
安

全
対
策
を
行
う
よ
う
市

に
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
渋
滞
を
防
ぎ
、

乗
降
客
の
安
全
確
保
の

た
め
、
計
画
的
な
整
備

を
要
望
し
て
き
ま
し

た
。

　

予
算
は
２
カ
所
の
整

備
工
事
費
と
し
て
６
０

０
万
円
で
す
。

〔
バ
ス
ベ
イ
整
備
地
〕

①
鎖
大
師
入
口

（
赤
羽
交
差
点
入
口
）

②
玉
縄
１
丁
目

（
青
少
年
会
館
近
く
）

鎌
倉
漁
港
整
備
は
漁
業
者
の
悲
願

鎌
倉
漁
港
整
備
は
漁
業
者
の
悲
願

　

共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
生
活

に
責
任
を
負
う
立
場
か
ら
一
般
会

計
予
算
修
正
案
を
共
同
提
案
し
賛

成
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
松
尾
市
政
最
初
の

予
算
案
「
行
革
元
年　

平
成
二
十

二
年
度
主
な
見
直
し
事
業
」
の
問

題
点
を
一
貫
し
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。

　

見
直
し
対
象
の
野
村
総
研
跡
地

に
お
け
る
文
化
・
教
養
施
設
整
備
、

鎌
倉
地
域
に
お
け
る
漁
港
整
備
、

鎌
倉
海
浜
公
園
整
備
計
画
な
ど
の

施
策
は
、
市
の
基
本
計
画
・
実
施

事
業
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。　

　

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
こ

う
し
た
事
業
の
見
直
し
を
掲
げ
た

と
し
て
も
、
市
民
の
議
論
や
検
討

を
経
て
計
画
に
載
せ
ら
れ
た
事
業

を
勝
手
に
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ

　２月１７日から３月２５日まで２月定例議会が行われました。松尾市政始

めての予算議会です。共産党を代表して、高野議員が代表質問を行いま

した。また、吉岡・高野議員が予算特別委員となり、吉岡議員が委員長

になりました。高野議員は市長が提案した「行革元年」の問題点等を質

し、４会派の共同提案で予算修正動議を提出。委員会と本会議で多数に

より可決されました（詳しくは下記を参照ください）。

新年度予算の問題を質し新年度予算の問題を質し
市 民 生 活 の 向 上 と市 民 生 活 の 向 上 と
課題解決のため積極提案課題解決のため積極提案

吉岡　和江 赤松　正博 小田嶋　敏浩 高野　洋一
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バ
ス
乗
降
客
の
安
全
・ 

渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た 

め
、
バ
ス
ベ
イ
を
整
備

　

年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
・
検
討
に
入

２１り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
松
尾
市
長
は
財
政
難
を
理

由
に
新
年
度
に
予
定
し
て
い
た
基
本
構
想

策
定
の
経
費
を
削
り
、
計
画
の
先
送
り
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

党
市
議
団
は
、
す
で
に
着
手
し
た
調
査

を
中
断
す
れ

は
今
後
の
見

通
し
が
つ
か

な
く
な
る
こ

と
か
ら
他
会

派
と
共
同
し

て
予
算
の
修

正
・
復
活
を

提
案
し
、
可

決
さ
れ
ま
し

た
。

昨年秋の台風１８号のよる被害状況

問
や
文
教
常
任
委
員
会
質

疑
で
、
授
業
料
以
外
に
も

多
額
の
学
費
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
制
度
廃
止
で
は

な
く
、
授
業
料
に
代
わ
る

制
度
の
維
持
を
求
め
ま
し

た
。
こ
の
議
論
を
通
じ
て

文
教
常
任
委
員
会
で
は
、

「
新
年
度
の
早
期
に
新
た

な
支
援
制
度
の
実
現
を
図

る
こ
と
」
を
全
会
一
致
で

予
算
特
別
委
員
会
へ
の
送

付
意
見
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
の
質

疑
で
は
、
依
然
と
し
て
公

私
間
格
差
が
大
き
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
い
っ
そ
う
の

　

国
は
、
新
年
度
か
ら
公

立
高
校
授
業
料
の
無
償
化

と
同
時
に
、
私
立
高
校
の

生
徒
に
も
就
学
支
援
金
と

し
て
、
所
得
区
分
に
応
じ

て
一
定
額
を
助
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
鎌
倉
市
は
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
高
校

等
の
就
学
困
難
な
家
庭
へ

授
業
料
相
当
額
を
給
付
す

る
奨
学
金
制
度
の
目
的
は

終
わ
っ
た
と
し
て
、
鎌
倉

市
奨
学
基
金
を
廃
止
す
る

条
例
を
議
会
に
提
案
し
て

き
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
代
表
質

教
育
費
負
担
軽
減
策
の
拡

充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
担
当
原
局
も
認
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
他
会
派

へ
働
き
か
け
、
奨
学
基
金

廃
止
条
例
の
否
決
と
と
も

に
新
た
な
就
学
支
援
制
度

を
創
設
す
る
た
め
の
予
算

を
修
正
計
上
さ
せ
る
た
め

に
奮
闘
し
ま
し
た
。

予
算
修
正
で
新
た
な
就
学
支
援
額
を
基
金
に
計
上

予
算
修
正
で
新
た
な
就
学
支
援
額
を
基
金
に
計
上

高
校
授
業
料
奨
学
金
の
基
金
廃
止
を
否
決

高
校
授
業
料
奨
学
金
の
基
金
廃
止
を
否
決

れ
ま
せ
ん
。

【
予
算
編
成
と
市
民
自
治
の
原
則
】

　

市
長
が
大
き
な
行
政
権
限
を
も

っ
て
い
る
か
ら
、
市
民
の
合
意
や

議
論
を
抜
き
に
「
行
政
主
導
」
で

変
更
を
決
め
て
し
ま
う
、
こ
れ
で

は
自
治
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

市
長
が
事
業
の
変
更
や
廃
止
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
検
討
過

程
で
十
分
な
市
民
合
意
を
図
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
な
は
ず
で
す
。

　

自
治
体
の
主
人
公
は
市
民
で

す
。
今
回
の
予
算
編
成
に
は
、
そ

の
姿
勢
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
市

長
に
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
の
予
算
案
は
、
前
記

の
他
、
行
財
政
改
革
の
考
え
方
な

ど
基
本
的
に
正
す
べ
き
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
市
民
生
活

と
経
済
状
況
が
深
刻
な
な
か
、
仮

に
予
算
を
否
決
し
て
も
、
議
会
と

し
て
早
期
に
一
定
の
方
向
性
を
示

さ
な
け
れ
ば
暫
定
予
算
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
予
算
の
修
正
提
案
】

　

そ
こ
で
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
積
極
的
に
議
会
が
責

任
あ
る
対
応
を
す
べ
き
と
判
断
し

ま
し
た
。
最
終
的
に
四
会
派
で
修

正
に
向
け
た
協
議
を
行
い
、
一
致

す
る
点
で
予
算
修
正
案
を
提
出
す

る
こ
と
に
合
意
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
会
と
し
て
市
民
生
活
の
向

上
と
課
題
解
決
の
た
め
、
一
歩
で

も
二
歩
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
で
提
案
し
た
も
の
で
す
。

修正１

修正3

修正2

赤羽交差点入口付近



　

市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
生

ゴ
ミ
の
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
建
設

の
見
直
し
を
公
約
し
て
い
ま
し

た
。
二
カ
所
の
焼
却
施
設
は
老

朽
化
し
て
お
り
、
今
泉
焼
却
施

設
は
住
民
と
の
協
定
に
よ
り
、

廃
止
予
定
で
す
。
逗
子
市
と
の

ゴ
ミ
広
域
化
協
議
が
白
紙
に

戻
っ
た
今
、
名
越
焼
却
施
設
の

改
修
を
行
い
、
ご
み
の
焼
却
は

鎌
倉
市
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

共
産
党
議
員
団
は
、
生
ご
み

の
分
別
・
資
源
化
を
行
い
、
焼

却
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
名
越

改
修
の
絶
対
条
件
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
は
、
山
崎
浄

化
セ
ン
タ
ー
敷
地
に
バ
イ
オ
マ

ス
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
き

ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
は

技
術
的
に
確
立
し
た

安
全
な
施
設

　

生
ご
み
を
中
心
と
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
・
メ
タ
ン
発
酵
施
設
は

全
国
で
五
十
一
カ
所
あ
り
、
技

術
的
に
す
で
に
確
立
し
た
安
全

な
施
設
で
す
。

　

さ
ら
に
生
ゴ
ミ
と
下
水
汚
泥

と
の
混
合
に
よ
り
、
下
水
汚
泥

を
メ
タ
ン
ガ
ス
に
か
え
る
こ
と

で
汚
泥
を
四
〇
％
減
少
さ
せ
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
バ
イ
オ
マ

ス
発
酵
に
は
大
量
の
水
使
用
と

処
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
下

水
と
生
ご
み
の
混
合
施
設
は
合

理
的
で
、
さ
ら
に
環
境
に
優
し

い
施
設
と
い
え
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
で
「
生
活
環
境

影
響
調
査
」
な
ど
バ
イ
オ
マ
ス

回
収
施
設
に
係
る
費
用
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
を

積
極
的
に
進
め
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

今
後
も
市
長
の
責
任
あ
る
判

断
と
市
民
の
合
意
を
図
り
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施

設
建
設
及
び
名
越
焼
却
施
設
改

修
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

吉岡和江議員

山
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
は

住
民
合
意
を
図
り
、建
設
推
進
を

　

松
尾
市
長
が
提
案
し
た
新
年

度
予
算
に
は
「
事
業
仕
分
け
」

の
費
用
と
し
て
、
委
託
費
な
ど

に
約
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
年
度
の
重
点
事
業

の
一
つ
で
す
。

　

様
々
な
市
の
事
業
の
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
・
議
会
・

行
政
な
ど
の
幅
広
い
参
加
で
、

時
間
が
か
か
っ
て
も
、
民
主
的

に
十
分
な
議
論
を
行
い
、
合
意

形
成
を
は
か
っ
て
行
う
べ
き
で

す
。
そ
れ
が
自
治
体
運
営
の
基

本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
七
月
か
ら
テ
レ
ビ
が

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。　

鎌
倉

市
で
は
、
約
七
千
の
難
視
世

帯
が
予
測
さ
れ
、
そ
の
う
ち

鎌
倉
地
域
で
は
複
雑
な
地
形

か
ら
約
五
千
世
帯
が
難
視
世

帯
に
な
る
た
め
対
策
が
必
要

で
す
。

　

そ
こ
で
、
放
送
事
業
者
が

検
討
し
た
結
果
、
鎌
倉
市
役

所
屋
上
に
ア
ン
テ
ナ
を
建

て
、
逗
子
市
披
露
山
の
ア
ン

テ
ナ
か

ら
受
信

し
て
再

送
信
す

る
方
法

で
対
応

す
る
こ

と
が
、

議
会
に

報
告
さ

れ
ま
し

　

坂
ノ
下
の
市
営
プ
ー

ル
は
昭
和
三
十
年
、
国

体
の
競
技
場
と
し
て
建

設
さ
れ
て
か
ら
五
十
五

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
の
十
二

月
議
会
・
一
般
質
問
で

赤
松
議
員
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
実
態
を

示
し
ま
し
た
。
同
地
区

全
体
を
海
浜
公
園
と
し

て
整
備
し
、
そ
の
な
か

に
温
水
プ
ー
ル
の
建
て

替
え
を
位
置
づ
け
る
よ

う
強
く
要
求
し
、
当
時

の
石
渡
市
長
も
施
策
の

推
進
を
約
束
し
ま
し

た
。

　

実
際
、
二
十
一
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
中
期
実

施
計
画
に
掲
載
さ
れ
、

準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　

小
田
原
市
が
昨
年
実
施
し
た

「
事
業
仕
分
け
」
の
結
果
で
は
、

対
象
八
十
事
業
中
二
十
四
事
業

が
「
不
要
」
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
な
か
に
は
市
の
奨

学
金
事
業
等
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
事
業
も
多
く
含
ま
れ
ま

し
た
。

　

審
議
は
、
一
事
業
あ
た
り
わ

ず
か
三
〇
分
と
時
間
が
短
く
議

論
が
全
く
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
、メ
ン
バ
ー
は
「
構
想
日
本
」

か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
な
ど
「
部

外
者
」
が
多
数
で
あ
り
、
や
り

方
が
乱
暴
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、

市
と
し
て
行
う
べ
き
事
業
は
何

な
の
か
、
こ
う
し
た
議
論
は
多

様
な
市
民
参
加
の
な
か
で
行
う

た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
鎌
倉
地
域

で
は
約
四
千
世
帯
が
解
消
さ
れ
る

見
込
み
で
す
が
、
残
る
一
千
世
帯

が
ど
こ
な
の
か
、
早
期
に
情
報
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。国が

責
任
を
も
っ
て

対
応
す
べ
き

　

全
市
的
に
今
後
、
鎌
倉
地
域
で

残
る
世
帯
と
関
谷
・
腰
越
・
笛
田

地
域
の
約
七
百
世
帯
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
加
入
等
の
対
策
を
行

い
、
北
鎌
倉
地
域
の
約
一
千
百
世

帯
と
岩
瀬
地
域
の
約
二
百
世
帯
は

衛
星
放
送
に
よ
る
暫
定
的
な
対
策

を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
地
デ
ジ
」
の
移
行
は
、
政
府

が
決
め
た
国
策
で
す
。
難
視
地
域

の
対
象
世
帯
へ
の
十
分
な
説
明
と

補
助
制
度
の
適
用
な
ど
、
国
と
し

て
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る
よ
う

今
後
も
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
の
先
送
り
を

一
方
的
に
決
定

　

し
か
し
、
昨
年
十
一
月
に
就
任

し
た
松
尾
市
長
は
、
財
政
難
を
理

由
に
、
事
業
の
先
送
り
を
一
方
的

に
決
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

現
プ
ー
ル
は
、
第
一
小
・
稲
村

ガ
崎
小
・
御
成
小
の
子
ど
も
が
授

業
で
使
っ
て
い
ま
す
。
市
の
当
局

は
、
こ
れ
以
上
の
継
続
使
用
は
多

額
の
修
繕
費
を
要
す
る
な
ど
相
当

な
困
難
が
あ
る
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。

　

共
産
党

市
議
団
は
、

市
長
と
積

極
的
に
議

論
を
行
う

な
ど
、
早
期

着
手
に
む

け
今
後
も

努
力
し
て

い
き
ま
す
。

べ
き
で
す
。

　
慎
重
な
検
討
が
必
要

　

新
年
度
に
実
施
予
定
の
「
事

業
仕
分
け
」
に
つ
い
て
は
、
こ

う
し
た
基
本
的
な
問
題
点
を
十

分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
仕
分
け
の

結
果
は
あ
く
ま
で
参
考
と
し
て

捉
え
、
仕
分
け
の
結
果
を
絶
対

視
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
事

業
を
税
金
を
か
け
て
新
た
に
や

る
こ
と
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
、と
い
う
問
題
も
生
じ
ま
す
。

党
市
議
団
で
は
、
こ
う
し
た
突

き
詰
め
た
議
論
を
含
め
、「
事

業
仕
分
け
」
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
慎
重
に
検
討
し
対
応
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

高野洋一議員

「
事
業
仕
分
け
」の
問
題
に
つ
い
て

市民の皆さんと力をあわせ建設的立場で取り組みます市民の皆さんと力をあわせ建設的立場で取り組みます

西御門からみた鎌倉

地上デジタル放送の難視対策を温水プール建設を含む坂ノ下地区
海浜公園整備計画、またも見送り

坂ノ下市民プール坂ノ下市民プール

主な議案など会派別賛否 共産党
（4人）

鎌倉みらい
（4人）

ネット
（4人）

民主党
（3人）

公明党
（3人）

新かまくら
民主の会
（2人）

鎌無会
（3人）

無所属
（5人）

平成22年度一般会計予算
（修正案） ○ ○ × × ○ ○ × △
平成22年度一般会計予算
（修正部分を除く原案） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度後期高齢者
医療事業特別会計 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鎌倉市奨学基金設置及び
管理に関する条例を
廃止する条例

× × × ○ × × ○ △
鎌倉市携帯電話等
中継基地局の設置等
に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市立小坂小学校
学童保育についての陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　　×反対　　△一部反対　　□一部退席　　　

新年度に実った主な要望
●特別養護老人ホームの整備支援
   （関谷に長期80床・短期20床のベッド）
●国保会計への一般財源の繰り入れ増
●七里ガ浜消防出張所の新築

●保育園待機児童対策施設の整備
　（旧深沢保育園を活用し、たんぽぽ保育所分園の運営支援）
●子どもの家の整備
　（深沢小の余裕教室活用で、遠距離にある施設の移転整備）
●西鎌倉駅駅舎のバリアフリー化（エレベーター設置補助等）
●岩瀬下関青少年広場の保全にむけた取り組み（用地取得）

たんぽぽ保育園分園たんぽぽ保育園分園


